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国
勢
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

10
月
１
日
に
「
平
成
27
年
国
勢
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
行
う
人
口
や
世
帯
に
つ
い
て
の
調
査
で
、

大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
、
今
回
で
20
回

目
と
な
り
ま
す
。

調
査
の
結
果
は
様
々
な
場
面
で
利
用
さ
れ
ま
す
が
、

と
り
わ
け
今
回
の
国
勢
調
査
は
東
日
本
大
震
災
後
に

行
わ
れ
る
初
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
非
常
に
重
要
な

統
計
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
も
の
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
は
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
で
き
る
「
オ
ン
ラ
イ
ン

調
査
」
も
全
国
的
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

○
９
月
10
日
～
12
日

調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

回
答
用
の
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
配
布

○
９
月
10
日
～
20
日

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期
間

○
９
月
26
日
～
30
日

オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
の
な
か
っ
た
世
帯
の
み
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
配
布

○
10
月
１
日
～
10
月
７
日

調
査
員
が
訪
問
し
て
調
査
票
を
回
収

※
簡
単
便
利
な
「
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
」
を
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

第
48
回

小
・中
・高
連
合
運
動
会

【
日
時
】
10
月
４
日
（日
）

午
前
８
時
45
分
～
午
後
３
時
20
分

※
雨
天
の
場
合
は
10
月
11
日
（日
）・
12
日
（月
）

に
順
延

【
場
所
】
小
笠
原
小
・中
学
校
校
庭

【
一
般
参
加
種
目
】

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
）

タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
実
施

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
後
２
時

○
職
場
対
抗
綱
引
き
（男
女
混
合
12
人
１
チ
ー
ム
）

※
最
低
女
子
１
名
登
録

１
試
合
１
本
勝
負
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

《
競
技
予
定
時
刻
》
午
前
11
時
35
分

※
短
距
離
走
の
一
般
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
申
込
方
法
》
教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申

込
用
紙
で
９
月
30
日
（水
）ま
で
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
当
日
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
職
場
対
抗
綱
引
き
に
つ
い
て
は
、
先

着
12
チ
ー
ム
の
申
込
み
が
あ
っ
た
時
点
で
締

め
切
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

【
玉
入
れ
・幼
児
種
目
・南
洋
踊
り
】

○
小
・中
学
生
・高
校
生
と
地
域
の
方
々
も
ご
参
加

い
た
だ
く
「
玉
入
れ
」
（
午
前
11
時
10
分
頃
開

始
）
を
実
施
し
ま
す
。

○
小
学
校
に
就
学
す
る
前
の
子
ど
も
達
を
対
象
に

し
た
種
目
「
く
る
く
る
風
車
」
（
午
前
11
時
25

分
頃
開
始
）
も
あ
り
ま
す
。

○
午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
小
学
校
３
年
生

を
中
心
に
、
児
童
・生
徒
と
村
民
の
方
々
で
、

南
洋
踊
り
を
踊
り
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

《
参
観
に
つ
い
て
》

○
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
学
校
前
・

支
庁
付
近
お
よ
び
学
校
上
の
都
道
な
ど
の
路

上
駐
車
も
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
学
校
行
事
で
す
の
で
、
飲
酒
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
衣
類
着
用
で
ご
参
観
願
い
ま
す
。

○
喫
煙
場
所
は
プ
ー
ル
前
の
１
カ
所
の
み
で
す
。

《
テ
ン
ト
設
営
》

○
校
庭
開
場
時
刻
は
、
午
前
６
時
で
す
。
前
日
（前

夜
）の
テ
ン
ト
設
営
お
よ
び
場
所
取
り
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
テ
ン
ト
の
設
営
場
所
は
、
当
日
掲
示
さ

れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。

○
校
庭
内
に
車
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
片
付
け
は
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。

《
競
技
に
つ
い
て
》

○
競
技
に
ご
参
加
の
方
は
、
決
し
て
無
理
を
な
さ

ら
ず
、
け
が
防
止
に
万
全
を
期
し
て
く
だ
さ
い
。

け
が
は
、
原
則
と
し
て
自
己
責
任
と
な
り
ま
す
。

事
前
に
準
備
運
動
を
入
念
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
を
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
服
装
・
靴
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ス
パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加
は

危
険
な
の
で
お
止
め
く
だ
さ
い
。

○
熱
中
症
予
防
の
た
め
に
、
こ
ま
め
に
水
分
補
給

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

小
笠
原
小
学
校

学
校
公
開

小
笠
原
小
学
校
で
は
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に

学
習
や
生
活
全
般
の
様
子
を
参
観
い
た
だ
き
、
学
校

で
の
児
童
の
様
子
、
授
業
の
内
容
や
方
法
な
ど
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
学
校

公
開
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ご
多
用
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
ご
来
校
く
だ

さ
い
。

【
公
開
日
・
時
程
】

９
月
24
日
（
木
）

○
授
業
公
開

午
後
１
時
15
分
～
１
時
30
分
（
ス
キ
ル
タ
イ

ム
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
15
分
（
第
５
校
時
）

〇
授
業
改
善
推
進
プ
ラ
ン
説
明
会

午
後
２
時
20
分
～
２
時
35
分
（
図
書
室
）

〇
学
級
保
護
者
会

午
後
２
時
40
分
～
３
時
25
分
（
各
教
室
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
小
学
校

２
―
２
０
１
２

編集・発行 小笠原村総務課
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東京都小笠原村父島字西町

TEL04998(2)3111

FAX04998(2)3222

ホームページアドレス

http：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ/

小笠原の花・木・鳥・魚

花 ムニンヒメツバキ 木 タコノキ

鳥 ハハジマメグロ 魚 アオムロ

ﾀﾞﾑ 貯水率

8/26現在

父島

98.2/100

母島

100/100

７月気象状況（父島）

最高気温 31.0℃

最低気温 26.7℃

平均気温 28.5℃

平均湿度 81％

月降水量 27.0mm

住民基本台帳登録者数（８/1）

2,592人

父島 母島

人口 2,128人 464人

世帯 1,206 256

ＮＯ．６４９

平成27年(2015)

９/１(火)
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＜訓練内容＞
津波の発生を想定しての避難訓練 ・避難誘導訓練

を中心に行います。

●訓練想定 南海トラフを震源とする地震により、大規模な津波

が発生し、「約９０分後に小笠原に津波の第一波が
来襲する」という想定で実施します。

●訓練内容 津波来襲情報の伝達訓練

津波の来襲に伴う避難所への避難および避難誘導訓練

●避難時間の測定

「津波警報」が発表されてから実際にどれくらいの時

間で避難できるか、各避難所において計測しますので、

多くの皆さんのご参加をお願いします。また、避難時

間をもとに避難するまで何ができるか、ご家庭や職場

で話し合いましょう。

●村民の皆様への情報の伝達

上記の「訓練想定内容」に従い、「災害対策本部」から防

災行政無線を通じて行います。情報伝達の前には必ず「訓

練」という言葉を入れますので、訓練であることを確認し

てください。また、「避難指示」の際は、サイレンを鳴
らしますのでご了承ください。なお、宿泊業の方は、当

日訓練が行われる旨を宿泊客の方に周知していただく

ようお願いいたします。

●問合せ先 総務課総務係 ２－３１１１

母島支所庶務係 ３－２１１１

訓練想定内容（９月７日（月）実施）

・南海トラフを震源とするＭ９．１の地震発生

・防災無線のサイレン放送により大津波警報

の情報伝達（情報伝達の際には「訓練」とい

う言葉を入れます。）

・安全な高台への避難開始

・「避難所」開設 「避難指示」発令

・各避難所で避難時間の計測

・各避難所で講評（避難指示後３０分後）

・訓練参加者は講評終了後解散

※「避難指示」後３０分程度で、各避難所での

講評を行い、災害備蓄品を配布後解散とな

ります。ぜひご参加ください。

小笠原村では、９月７日に、南海トラフ巨大地震

による津波を想定して防災訓練を実施します。

訓練に参加して 避難場所 や 避難経路 などを

再確認しましょう。

※訓練開始時間は事前にお知らせいたしません。

みなさまが津波警報発表後、安全な高台に避難でき

るまで、どれぐらいの時間が必要か確認してくださ

い。

東京都は、南海トラフの巨大地震による被害想定を発

表し、各地点の最大津波高は、下図のとおりとしていま

す。

二見港 扇浦 小港 沖港

最大

津波高
9.76ｍ 8.37ｍ 12.18ｍ 10.35ｍ

津波到

達時間
88.3分 88.3分 88.5分 87.7分

村では、アルファ米・飲料水・粉ミルク・子供用

おむつなどの災害時備蓄品を、現在３日分保存して

います。

津波による災害が発生した場合、港湾の状況や内

地被災状況により、内地からの救援物資がすぐに届

かないことも考えられますので、各ご家庭でも１週

間分の非常食などの備蓄をお願いします。

食料備蓄を考えたときに、お米、乾麺、缶詰など

長期保存できる食品の「買い置き習慣」をつけること

で、食料備蓄をすることが出来ます。また、熱源の

確保の為ぜひカセットコンロとボンベの備蓄をお願

いします。

≪あなたの避難場所を確認してください≫ 津波来襲時の避難先については、以下の場所となります。

【父島】 西町・東町地区・・・・小笠原小中学校（体育館） 清瀬地区・・・・・・・小笠原高等学校（体育館など）

奥村地区・・・・・・・奥村交流センター 扇浦地区・・・・・・・扇浦交流センター

【母島】 元地地区・・・・・・・母島診療所

津 波 が 起 き た ら ど う し ま す か ？

≪何はなくとも身の安全≫

◎注意報が出たら海を離れ、警報の時は、とにかく高

台へ

◎津波は繰り返しやってくるので、警報が解除される

までは高台にいること！

≪沿岸付近の船舶は沖合いに逃げよう≫

◎海に出る際、職場や家族に無線・携帯電話などの連

絡先を伝えていますか？

≪興味本位で海岸には絶対に近づかない！≫

《津波ハザードマップ》村では、津波による被害

を減少させるため、小笠原村において発生するおそ

れがある津波による浸水深・範囲を示した「津波浸水

ハザードマップ基本図」を作成しています。村役場で

配布していますので、地域やご家庭において、日ご

ろからの備えにお役立てください。また、村ホーム

ページから、「各課のページ」→「総務課」→「防災」で

もご覧になることができます。
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村
立
中
学
校
の
教
科
書
の
採
択
結
果

平
成
28
年
度
か
ら
村
立
中
学
校
で
使
用
す
る
教

科
書
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
科
書
は
平
成

32
年
度
ま
で
採
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
選
定
理
由
の
詳

細
に
つ
い
て
は
、
教
育
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
採
択
結
果
】

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地

就
農
者
の
募
集

母
島
中
ノ
平
に
あ
る
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業
団
地

は
、
村
が
農
業
者
の
自
立
を
支
援
す
る
目
的
で
設
置

し
て
い
る
農
業
団
地
で
す
。

こ
の
度
、
農
業
団
地
の
空
き
区
画
に
就
農
を
希
望

す
る
農
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

今
回
募
集
す
る
区
画
は
、
中
ノ
平
自
立
支
援
農
業

団
地
内
全
６
区
画
の
う
ち
、
２
区
画
で
す
。

【
応
募
資
格
】
次
の
①
～
③
の
条
件
の
す
べ
て
満
た

す
農
業
者

①
小
笠
原
村
に
在
住
し
て
い
る
こ
と

②
就
農
の
許
可
を
し
た
日
以
降
す
み
や
か
に
母
島

に
居
住
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

③
申
請
の
日
以
前
に
小
笠
原
村
に
お
い
て
、
農
業

経
営
の
経
営
主
と
し
て
１
年
以
上
の
就
農
実

績
が
あ
る
ま
た
は
３
年
以
上
の
農
作
業
従
事

の
実
績
が
あ
る
こ
と

※
③
の
就
農
実
績
お
よ
び
農
作
業
従
事
の
実
績
に

つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
基
準
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
募
集
数
】
２
区
画
（
露
地
ほ
場
＋
鉄
骨
ハ
ウ
ス
１

棟
）

【
区
画
面
積
】

《
露
地
ほ
場
》
区
画
５-

１
・
１
４
８
３
㎡

、
区

画
５-

２
・
５
０
４
㎡

《
鉄
骨
ハ
ウ
ス
》
４
５
６
㎡
、
５
０
０
㎡

【
年
間
使
用
料
】

《
露
地
ほ
場
》
区
画
５-

１
・
１
万
７
７
９
６
円
、

区
画
５-

２
・
６
０
４
８
円

《
鉄
骨
ハ
ウ
ス
》４
５
６
㎡
・
１
万
７
３
２
８
円
、

５
０
０
㎡
・
１
万
９
千
円

※
鉄
骨
ハ
ウ
ス
被
覆
材
張
替
え
の
た
め
の
積
立
金

と
園
芸
施
設
共
済
加
入
費
の
負
担
が
別
途
必

要
で
す
。

【
使
用
期
間
】
６
年
間
（
平
成
27
年
11
月
１
日
～

平
成
33
年
10
月
31
日
）

※
継
続
使
用
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
、
使
用

期
間
を
６
年
間
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
応
募
期
間
】
９
月
１
日
（
火
）
～
30
日
（
水
）

【
申
込
方
法
】
申
込
書
類
の
配
付
お
よ
び
申
込
方
法

な
ど
に
つ
い
て
は
個
別
に
対
応
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

産
業
観
光
課

２
―
３
１
１
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
居
所
登
録

今
年
の
10
月
以
降
、
住
民
票
の
住
所
地
に
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
」
を
送
付
し
、
あ
な
た
の
「
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、
住
民
票
の
住
所
地

で
通
知
カ
ー
ド
を
受
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

居
所
情
報
登
録
申
請
書
を
住
民
票
の
あ
る
住
所
地
へ

９
月
25
日
ま
で
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。特

に
次
の
方
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
で
住
所
地
以
外

の
居
所
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方

○
Ｄ
Ｖ
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
児
童
虐
待
な
ど
の
被

害
者
で
、住
所
地
以
外
の
居
所
に
移
動
さ
れ
て
い

る
方

○
ひ
と
り
暮
ら
し
で
長
期
間
、
医
療
機
関
・
施
設
に

入
院
・
入
所
さ
れ
て
い
る
方

申
請
が
認
め
ら
れ
た
方
は
、
登
録
さ
れ
た
居
所
に

あ
な
た
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
書
は
村
民
課
住
民
係
お
よ
び
母
島
支
所
窓
口

で
お
配
り
し
て
い
る
ほ
か
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p
/
k
o
j
i
n
b
a
n
n
g
o
_

c
a
r
d

）
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
―
２
０
―
０
１
７
８

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

小 笠 原 村 職 員 募 集

職 種
募集

人数
年齢要件 要資格・免許 採用時期 配属先

申込

締切

試験

(選考)日

事 務 若干名
昭和59年4月2日以

降生れ
－

平成28年4月1日

以降

本庁又は

事業所

10/20

（火）
11/8及29

介護福祉士 ４名
昭和31年4月2日以

降生れ
介護福祉士 福祉事業所

11/12

（木）
11/28助産師 1名

昭和50年4月2日以

降生れ
助産師 医療事業所

臨床検査技師 1名
昭和31年4月2日以

降生れ
臨床検査技師 医療事業所

※詳しくは試験要項をご覧下さい。

試験要項は村役場ホームページにも掲載しています。 ●問合せ先 総務課総務係 ２―３１１１

英
語

家
庭

技
術

保

健

体

育美
術

音

楽

器

楽音

楽

一

般理
科

数
学

地
図

公
民

歴
史

地
理

書
写

国
語科

目

SUNSHINE
ENGLISH

COURES

技
術
家
庭
（
家
庭
分

野
）

技
術
家
庭
（
技
術
分

野
）

新
編

新
し
い
保
健
体

育美
術

中
学
生
の
器
楽

中
学
生
の
音
楽

新
編

新
し
い
科
学

中
学
校
数
学

中
学
生
社
会
科
地
図

新
編

新
し
い
み
ん
な

の
公
民

新
編

新
し
い
日
本
の

歴
史

中
学
生
の
地
理

中
学
書
写

国
語

教
科
書
名

開
隆
堂

開
隆
堂

開
隆
堂

東
京
書
籍

日
本
文
教
出

版教
育
芸
術

教
育
芸
術

東
京
書
籍

数
研
出
版

帝
国
書
院

育
鵬
社

育
鵬
社

帝
国
書
院

光
村
図
書

光
村
図
書

発
行
者
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平
成
27
年
度
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

満
70
歳
以
上
の
方
に
は
、
お
申
込
に
よ
り
都
内
の

路
線
バ
ス
、
都
電
、
都
営
地
下
鉄
、
日
暮
里
・舎
人
ラ

イ
ナ
ー
が
無
料
で
利
用
で
き
る
「東
京
都
シ
ル
バ
ー

パ
ス
」を
発
行
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
都
内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
満
70
歳
以

上
の
方

【
発
行
に
要
す
る
費
用
】

①
27

年
度
の
住
民
税
が
課
税
で
③
以
外
の
方

２
万
５
１
０
円

②
27
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
の
方

１
千
円

③
26
年
の
合
計
所
得
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方

１
千
円

【
有
効
期
限
】
平
成
28
年
９
月
30
日

【
必
要
書
類
】

○
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
書
類

○
住
民
税
課
税
／
非
課
税
証
明
書
、
介
護
保
険
料

納
入
（
決
定
）
通
知
書
な
ど
の
所
得
額
な
ど
を

確
認
で
き
る
も
の

〇
現
在
使
用
中
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

国
民
年
金
保
険
料

「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
９
月
末
ま
で

「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、
過
去
10
年
間
に
納

め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
（
本
来
、
国
民
年
金
保
険
料
は
２

年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
）。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
、
将
来
の
年
金
額
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
「
10
年
の
後
納
制
度
」
は
、

平
成
27
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

終
了
後
、
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
に

限
り
、
過
去
５
年
間
に
納
め
忘
れ
た
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
る「
５
年
の
後
納
制
度
」

が
始
ま
り
ま
す
。

た
だ
し
、
10
年
の
後
納
制
度
よ
り
も
納
付
で
き
る

期
間
が
短
く
、保
険
料
の
加
算
額
が
高
く
な
り
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど

は
、
後
納
制
度
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申
込
み
が
必
要
で

す
。
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
を
ご
用
意
の
う

え
、
お
早
め
に
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
窓

口
へ
お
越
し
い
た
だ
く
か
「
国
民
年
金
保
険
料
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
」
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
―
０
１
１
―
０
５
０

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

行
政
相
談
所
の
開
設

【
実
施
日
程
】
９
月
18
日
（金
）

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
９
時

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当

山
田
捷
夫

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村

《
電
話
》
０
９
０
―
７
１
７
３
―
６
７
６
８

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

●
問
合
せ
先

村
民
課
住
民
係

２
―
３
１
１
３

夏
休
み
中
の
子
ど
も
た
ち
の
活
躍

【
小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
】

○
島
し
ょ
大
会

準
優
勝

１
回
戦

２-

０
八
丈
合
同
チ
ー
ム

２
回
戦

０-

２
神
津
中

３
回
戦

２-

０
三
宅
中

都
大
会

０-

２
目
黒
第
十
一
中

【
小
笠
原
中
・
母
島
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部
】

○
島
し
ょ
大
会

準
優
勝

１
回
戦

２-

１
神
津
中

決
勝
戦

０-

２
大
島
第
一
中

【
小
笠
原
中
・
母
島
中
学
校
野
球
部
】

〇
全
国
離
島
交
流
中
学
生
野
球
大
会
（
五
島
市
）

１
回
戦

０-

34
壱
岐
市
選
抜

交
流
戦

０-

３
大
崎
上
島
中
学
校

【
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
・
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
】

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
神
津
島
大
会
（
島
し
ょ
小
学

生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
）

《
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ
》

５
位

予
選
リ
ー
グ

２-

３
神
津
Ｆ
Ｃ
ラ
ッ
シ
ュ

６-

０
ス
ー
ル
青
小
Ｓ
Ｃ

準
々
決
勝

０-

４
大
島
マ
リ
ン
ズ
Ｆ
Ｃ

順
位
決
定
戦

８-

０
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島

５
位
決
定
戦

３-

２
八
丈
坂
上
Ｆ
Ｃ

（
最
優
秀
名
刺
大
賞

関
口
碧
海
さ
ん
）

《
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ル
サ
母
島
》

８
位

予
選
リ
ー
グ

１-

０
神
津
Ｆ
Ｃ
ガ
ッ
ツ

０-

２
式
根
島
Ｓ
Ｃ

準
々
決
勝

０-

３
Ｆ
Ｃ
三
宅

順
位
決
定
戦

０-

８
父
島
キ
ッ
カ
ー
ズ

７
位
決
定
戦

０-

６
新
島
Ｆ
Ｃ

各
島
の
チ
ー
ム
と
対
戦
や
交
流
を
楽
し
み
、
友

達
を
た
く
さ
ん
作
り
ま
し
た
。

【
柔
剣
道
】

○
東
京
少
年
柔
道
・
剣
道
練
成
大
会

・
剣
道
団
体
戦

第
２
回
戦
に
出
場

・
柔
道
団
体
戦

第
２
回
戦
に
出
場

【
小
笠
原
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
】

○
港
区
交
流
試
合

８
月
１
日
～
２
日
に
、
港
区
・
杉
並
区
の
チ
ー

ム
と
交
流
試
合
を
行
な
い
ま
し
た
。
結
果
は
０
勝

３
敗
で
し
た
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
頑
張
り
ま

し
た
。
ま
た
、
練
習
や
試
合
を
通
じ
て
、
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
南
ア
ル
プ
ス
市
中
学
生
親
善
交
流
（
７
月
28
日
〜

31
日
）】

小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
で
あ
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ

ス
市
へ
15
名
の
中
学
生
が
親
善
交
流
の
た
め
訪
問

し
ま
し
た
。
芦
安
中
学
生
と
の
夜
叉
神
太
鼓
を
通
じ

た
交
流
や
、
鬼
面
瓦
作
り
、
桃
狩
り
、
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
に
完
熟
農
園
な
ど
、
山
梨
県
の
魅
力
を
体
験
し

な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

島
嶼
ふ
れ
あ
い
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会

島
嶼
・
内
地
チ
ー
ム
と
の
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
及
び
部
門
】

《
開
催
日
》
11
月
21
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
（
予
定
）

会
場

都
立
小
笠
原
高
等
学
校
体
育
館

《
部
門
》

○
シ
ニ
ア
の
部
…
40
歳
以
上
の
男
女

○
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部
…
中
学
生
以
上
の
女
性

○
島
嶼
混
合
フ
リ
ー
の
部
…
中
学
生
以
上
の
男
女

※
１
チ
ー
ム
５
名
以
上
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
詳
細
は
開
催
要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
、
表
彰
式
・
交
歓
会

あ
り
）

【
申
込
方
法
】

教
育
委
員
会
事
務
局
で
配
布
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
10
月
30
日
（
金
）
ま

で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
先
着
順
と
な
り
ま
す
。

【
主
催
】
小
笠
原
村
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【
特
別
講
師
】

岩
本
洋
先
生
（
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
全
日
本
女
子
監

督
）
率
い
るPRAIA

チ
ー
ム

【
参
加
費
】
無
料
（
昼
食
・
交
歓
会
等
は
有
料
）

●
申
込
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局

２
‐
３
１
１
７

「
が
～
ま
る
ち
ょ
ば
」

東
京JACK

最
終
ラ
イ
ブ
小
笠
原
公
演

延
期
と
な
っ
て
い
た
世
界
的
な
パ
ン
ト
マ
イ
ム
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
「
が
～
ま
る
ち
ょ
ば
」
の
公
演
日
程

が
決
ま
り
ま
し
た
。

島
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
・
会
場
】

《
父
島
》

９
月
21
日(

月)

午
後
７
時
30
分
～

会
場
：
小
中
学
校
体
育
館

《
母
島
》

９
月
22
日(

火)

午
後
７
時
～

会
場
：
小
中
学
校
体
育
館

※
公
演
は
各
回
と
も
45
分
程
度
で
す
。

【
入
場
料
】
無
料

【
注
意
事
項
】

〇
お
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
下
足
袋
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

【
主
催
】Brains&Hearts

【
協
力
】
小
笠
原
村

●
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

２
―
３
１
１
１

動
物
愛
護
週
間

９
月
20
日
（
日
）
～
26
日
（
土
）
は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
動
物
は
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
最
期
ま
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
こ
の
機
会
に
、
私
た
ち
が
飼

っ
て
い
る
動
物
や
身
近
に
い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

東
京
都
で
は
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
な
ど
と
と

も
に
「
飼
う
前
も
、
飼
っ
て
か
ら
も
考
え
よ
う
」
を

テ
ー
マ
と
し
た
「動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」を
開
催
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
９
月
６
日
（日
）・
12
日
（
土
）

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp

/index.html

）

●
問
合
せ
先

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部
環
境
保
健

衛
生
課

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２

村
長
出
張
報
告

【
出
張
期
間
】
７
月
19
日
～
８
月
13
日

○
三
宅
村
帰
島
10
周
年
記
念
式
典

○
東
京
都
町
村
会
町
村
長
会
議

○
島
嶼
町
村
会
町
村
長
会
議

○
都
予
算
要
望
会
議

○
基
地
交
付
金
要
望
活
動

○
南
ア
ル
プ
ス
市
表
敬
訪
問

○
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
参
加

○
航
空
路
要
望

○
中
国
船
対
策
要
望

○
関
係
機
関
あ
い
さ
つ

な
ど

母
島
巡
回
労
働
相
談

【
日
時
】
９
月
７
日
（月
）午
後
５
時
～
６
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
相
談
内
容
】

〇
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、

離
職
、
解
雇
な
ど
）

〇
求
人
求
職
（求
人
・求
職
申
込
な
ど
）

〇
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
な
ど
）

〇
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
な
ど
）

※
当
日
、
都
合
が
悪
い
場
合
は
、
電
話
に
よ
る
相

談
も
可
能
で
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

小
笠
原
警
察
署
で
は
「
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
」
お
よ
び
「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」
を
基
本
に

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を
行
い
ま
す
。

【
期
間
】
９
月
21
日
（月
）～
30
日
（水
）

◎
父
島
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

【
日
時
】
９
月
21
日
（月
）午
前
10
時
～
11
時

※
雨
天
中
止

【
場
所
】
東
町
三
角
公
園

【
内
容
】
パ
ト
カ
ー
と
白
バ
イ
の
体
験
乗
車
な
ど

◎
母
島
交
通
安
全
講
習
会

講
習
会
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
25
日
（金
）午
後
６
時
～
７
時

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
体
育
室

【
内
容
】

○
交
通
安
全
の
講
話

○
交
通
安
全
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
な
ど

●
問
合
せ
先

小
笠
原
警
察
署
交
通
係

２
―
２
１
１
０

母
島
駐
在
所

３
―
２
１
１
０

森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付

お
よ
び
簡
易
講
習
（新
規
・更
新
）

母
島
に
お
い
て
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利
用

す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
講
習
の
対
象
者
は
村
民
と
し
て
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
利
用
さ
れ
る
方
に
限
り
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
28
日
（月
）午
後
７
時
～
８
時

【
場
所
】
村
民
会
館
２
階
視
聴
覚
室

【
必
要
な
も
の
】
①
印
鑑
②
村
民
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
18
歳
以
上
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の

（免
許
証
な
ど
）

※
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
講
習
終

了
後
、
入
林
申
請
に
基
づ
き
発
行
さ
れ
る
「年

間
パ
ス
」が
必
要
で
す
。
パ
ス
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
お
気
軽
に
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
パ
ス
を
お
持
ち
の
方
も
有
効
期
間
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
期
間
を
延
長
す
る
た
め
に
は

こ
の
講
習
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
パ
ス
の
有
効
期
間
は
、
受
講
し
た
日
か

ら
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
に
て
随
時
受
付
し
て

お
り
ま
す
。
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
（講
習
は
、
原
則
と
し
て
午
前
９
時
～
午

後
５
時
の
間
で
１
時
間
程
度
行
い
ま
す
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

２
―
３
４
０
３

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課
２
―
２
１
０
３



NO．649 平成 27（2015）年 9月 1日（火） 編集・発行 小笠原村総務課

-6-

第
３
回
小
笠
原
諸
島
ネ
ズ
ミ
対
策

検
証
委
員
会

環
境
省
で
は
、
過
去
の
殺
鼠
剤
散
布
に
よ
る
ネ
ズ

ミ
対
策
の
環
境
影
響
や
事
業
の
進
め
方
を
検
証
す
る

た
め
、
同
委
員
会
で
の
検
証
を
進
め
て
い
ま
す
。

５
月
の
第
２
回
検
証
委
員
会
で
は
、
ベ
イ
ト
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
方
式
に
よ
る
殺
鼠
剤
を
用
い
た
兄
島
の
陸

産
貝
類
保
全
対
策
に
つ
い
て
の
提
言
が
と
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

第
３
回
で
は
、
殺
鼠
剤
の
環
境
影
響
の
検
証
試
験

の
経
過
報
告
の
ほ
か
、
過
去
の
検
討
経
緯
の
問
題
点

に
つ
い
て
引
き
続
き
検
証
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

会
議
は
公
開
で
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
傍
聴
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】
９
月
４
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午

【
会
場
】
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
）
２
階
会
議

室
●
問
合
せ
先

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所２

―
７
１
７
４

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除
に
と
も
な
う

国
有
林
指
定
ル
ー
ト
・遊
歩
道
の
通
行
止
め

東
京
都
お
よ
び
環
境
省
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復

を
図
る
た
め
、
銃
器
な
ど
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を

行
な
い
ま
す
。
安
全
確
保
の
た
め
、
一
部
の
日
程
に

お
い
て
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
お
よ
び
遊
歩
道
を
通
行

止
め
に
い
た
し
ま
す
。

作
業
当
日
は
、
通
行
止
め
と
な
っ
た
ル
ー
ト
お
よ

び
作
業
区
域
内
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
作
業
期
間
】
９
月
６
日
（日
）～
14
日
（月
）

※
お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
日
か
ら
入
港
日
の
み
実
施

し
ま
す
。

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

※
出
港
日
は
午
後
２
時
か
ら

※
入
港
日
は
午
前
11
時
30
分
ま
で

【
作
業
区
域
】
ワ
シ
ン
ト
ン
ビ
ー
チ
か
ら
巽
湾
側
に
小

港
岬
ま
で
の
沿
岸
と
そ
の
周
辺
山
域
（
住
宅
地
を
除

く
）

【
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
通
行
止
め
日
】

赤
旗
山
・
時
雨
山
・
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト

（
図
の
①
）
９
月
７
日(

月
）・
13
日
（日
）

【
遊
歩
道
通
行
止
め
日
】

小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道

（
図
の
②
）
９
月
６
日(

日
）・
12
日
（土
）・
14
日

（月
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当

２
―
２
１
２
３

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所

２
―
７
１
７
４

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
講
習
会

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会
で
は
、
芝
青
色
申
告
会

職
員
を
招
き
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
講
習
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

平
成
28
年
１
月
よ
り
、
源
泉
徴
収
票
・
申
告
書
類

な
ど
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
、
個
人
情
報

の
保
護
・
管
理
も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
基
礎
知
識
や
実
務
で
の
対
応
策
な
ど

に
つ
い
て
親
切
丁
寧
に
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
事
前
予
約
を
優
先
い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
は
小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会

事
務
局
（
商
工
会
内
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
青
色
申
告
会
会
員
以
外
の
方
の
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

【
日
時
】

《
父
島
》
10
月
１
日
（
木
）
午
後
２
時
～
３
時

《
母
島
》
10
月
２
日
（
金
）
午
後
２
時
～
３
時

【
会
場
】

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
）
２
階
会

議
室

《
母
島
》
村
民
会
館
２
階
会
議
室

【
講
師
】
芝
青
色
申
告
会
職
員

【
参
加
費
】
無
料

●
申
込
・
問
合
せ
先

小
笠
原
地
区
青
色
申
告
会
事
務
局

（
小
笠
原
村
商
工
会
）

２
―
２
６
６
６

日
商
簿
記
検
定
試
験

【
試
験
日
】
11
月
15
日
（
日
）

【
申
込
期
間
】
９
月
24
日
（
木
）
～
10
月
14
日
（
水
）

【
受
験
料
】

○
３
級

２
５
７
０
円

○
２
級

４
６
３
０
円

【
試
験
会
場
】

《
父
島
》
商
工
観
光
会
館
（
Ｂ
し
っ
ぷ
）
２
階
会

議
室

《
母
島
》
村
民
会
館
２
階
会
議
室

※
申
し
込
み
期
間
を
過
ぎ
て
か
ら
の
キ
ャ
ン
セ

ル
・
級
の
変
更
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
合
せ
先

小
笠
原
村
商
工
会

２
―
２
６
６
６

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び

消
防
設
備
士
試
験

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
危
険
物

取
扱
者
試
験
お
よ
び
消
防
設
備
士
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

【
試
験
の
種
類
】

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》

○
甲
種

○
乙
種
（
第
１
類
～
第
６
類
）

○
丙
種

《
消
防
設
備
士
試
験
》

○
甲
種
（
特
類
、
第
１
類
～
第
５
類
）

○
乙
種
（
第
１
類
～
第
７
類
）

【
日
時
】

《
父
島
・
母
島
》
11
月
８
日
（
日
）

８
時
45
分
集
合
・
９
時
試
験
開
始

【
場
所
】

《
父
島
》

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

《
母
島
》

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室

【
受
験
案
内
・
願
書
配
布
場
所
】

《
父
島
》

○
小
笠
原
支
庁
総
務
課

○
村
役
場
総
務
課

《
母
島
》

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所

○
村
役
場
母
島
支
所

【
願
書
受
付
】

郵
送
に
て
受
付
け
ま
す
。

○
郵
送
先

〒
１
５
１
―
０
０
７
２

東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
１
丁
目
13
番
20
号

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

中
央
試
験
セ
ン
タ
ー
宛

【
申
込
締
切
】
10
月
８
日(

当
日
消
印
有
効)

【
注
意
事
項
】

○
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て
は
、
当
日
に
合

格
発
表
し
ま
す
。

○
危
険
物
取
扱
者
試
験
で
不
合
格
と
な
り
、
再
受

験
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
の
午

後
再
度
受
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

中
央
試
験
セ
ン
タ
ー

０
３-

３
４
６
０-

７
７
９
８
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ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
キ
ッ
ズ
開
催

◎
第
44
回
「
直
立
す
る
天
の
川
」

天
の
川
が
き
れ
い
な
季
節
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
の
最
後
に
見
ら
れ
る
の
が
、
ま
っ
す
ぐ
に

そ
そ
り
立
つ
天
の
川
と
、
釣
り
針
の
よ
う
な
さ
そ
り

座
。
夏
の
星
座
を
見
て
み
よ
う
！

【
日
時
】
９
月
９
日
（
水
）
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

【
対
象
者
】
小
学
校
３
年
生
以
上

※
１
、
２
年
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
可
能

【
募
集
人
数
】
30
名

【
集
合
場
所
】
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
多
目
的
室

【
参
加
費
】
３
０
０
円
（
保
険
代
含
む
）

※
２
回
目
か
ら
は
１
０
０
円

【
申
込
締
切
】
９
月
８
日
（
火
）

【
申
込
方
法
】
小
学
校
玄
関
の
申
込
箱
に
申
込
用
紙

を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

国
立
天
文
台
内

２
―
７
３
３
３

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

【
９
月
の
開
館
日
】

○
お
が
さ
わ
ら
丸
・観
光
船
の
入
港
日
～
出
港
日

の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
９
月
20
日
か
ら
毎
日
開
館

※
夜
間
開
館
（
午
後
９
時
ま
で
）
、
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
特
別
展
】

《
本
館
》「
遊
歩
道
の
固
有
植
物

父
島
編
」

～
こ
こ
で
し
か
会
え
な
い
か
ら
、
森
へ
行
こ
う
！

森
を
歩
こ
う
！
開
催
中

※
父
島
の
遊
歩
道
で
見
ら
れ
る
固
有
植
物
を
中
心

に
紹
介
し
ま
す
。

《
新
館
》「
い
る
か
展
」

～
見
て
！
泳
い
で
！
も
っ
と
わ
か
る
！
開
催
中

※
小
笠
原
で
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
ス
イ
ミ
ン
グ
で
き

る
身
近
な
イ
ル
カ
た
ち
を
わ
か
り
や
す
く
紹

介
し
ま
す
。

【
講
演
会
】

○
「
ヤ
ギ
も
嵐
も
乗
り
越
え
て
～
南
島
の
40
年
」

《
日
時
》
９
月
４
日
（
金
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

《
場
所
》新
館
ホ
ー
ル

《
講
演
者
》
清
水
善
和
（
駒
沢
大
学
教
授
）

○
「2020

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
大
会
～
小
笠
原
に
で
き
る
こ
と
は
？
」

《
日
時
》
９
月
16
日
（
水
）

午
後
７
時
30
分
～
８
時
45
分

《
場
所
》新
館
ホ
ー
ル

《
講
演
者
》
舛
本
直
文
（
首
都
大
学
東
京
教
授
）

《
主
催
》
首
都
大
学
東
京
小
笠
原
研
究
委
員
会

《
共
催
》（
公
財
）
東
京
都
公
園
協
会
、
Ｂ
Ｉ
Ｏ
（
ボ

ニ
ン
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
協
会
）

●
問
合
せ
先

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

２
―
３
０
０
１

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談

【
日
時
】
９
月
25
日
（金
）午
前
10
時
～
正
午

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
）

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
事
前
予
約
受
付

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５

●
当
日
の
問
合
せ
先
０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７

小
笠
原
高
等
学
校

公
開
講
座

「
サ
ッ
ク
ス
を
吹
い
て
み
よ
う
」

初
心
者
向
け
に
、
主
に
サ
ッ
ク
ス
の
演
奏
指
導
を

行
い
ま
す
。
楽
器
の
取
り
扱
い
方
法
、
音
の
出
し
方

か
ら
簡
単
な
曲
の
演
奏
を
行
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
に
本
校
で
実
施
し
た
管
楽
器
講
座

受
講
者
に
つ
い
て
は
、
他
の
楽
器
に
よ
る
参
加
も
可

能
で
す
。

【
日
時
】

①
10
月
17
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

②
10
月
20
日
（
火
）
午
後
６
時
～
８
時

③
10
月
24
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

④
10
月
27
日
（
火
）
午
後
６
時
～
８
時

⑤
10
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
～
８
時

⑥
10
月
31
日
（
土
）
午
前
９
時
～
12
時

【
講
師
】
本
校
講
師

【
場
所
】
本
校
音
楽
室

【
対
象
】
18
歳
以
上
の
方

【
定
員
】
15
名
（
サ
ッ
ク
ス
の
楽
器
貸
出
し
に
よ
る

受
講
は
７
名
ま
で
）

※
希
望
者
が
多
い
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
受
講
料
】
１
５
０
０
円

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

①
住
所
②
氏
名
③
性
別
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
⑥
貸

出
希
望
楽
器
を
明
記
の
う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（
月
）
～
10
月
２
日
（
金
）

●
申
込
・
問
合
せ
先

小
笠
原
高
等
学
校

２
―
２
３
４
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
―
２
３
４
１

南
洋
踊
り
講
習
会

南
洋
踊
り
保
存
会
で
は
、
小
笠
原
の
郷
土
芸
能
の

保
存
活
動
の
一
環
と
し
て
、
南
洋
踊
り
の
講
習
会
を

実
施
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
小
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
し
ま
す
。

【
実
施
日
時
お
よ
び
講
習
内
容
】

〇
第
１
回

９
月
５
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

「
踊
り
の
説
明
と
ウ
ラ
メ
」

〇
第
２
回

９
月
12
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

「
ウ
ラ
メ
の
復
習
と
夜
明
け
前
」

〇
第
３
回

９
月
19
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

「
夜
明
け
前
の
復
習
と
ウ
ワ
ド
ロ
」

〇
第
４
回

９
月
26
日
（
土
）
午
後
７
時
～
８
時
30
分

「
ウ
ワ
ド
ロ
の
復
習
と
ギ
ダ
イ
、
総
合
練
習
」

【
会
場
】

〇
第
１
回
…
奥
村
交
流
セ
ン
タ
ー

〇
第
２
回
～
第
４
回
…
二
見
港
船
客
待
合
所

【
参
加
方
法
】

当
日
会
場
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

※
第
２
回
以
降
か
ら
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
先

南
洋
踊
り
保
存
会

担
当

森
本

２
―
３
９
０
８

子
ど
も
茶
道
講
座

◎
一
日
体
験
講
座

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
文
化
に
触
れ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、茶
道
一
日
体
験
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
対
象
】
茶
道
が
初
め
て
の
小
学
１
年
生
～
高
校

３
年
生
（就
学
前
の
子
ど
も
は
、保
護
者
の
付
き
添

い
が
あ
れ
ば
参
加
で
き
ま
す
）

【
日
時
】
９
月
21
日
（月
）午
後
２
時
～
３
時

【
参
加
費
】
１
人
５
０
０
円
（お
茶
、
お
菓
子
、
黒
文

字
、
保
険
代
）※
当
日
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】
白
い
靴
下
、
ハ
ン
カ
チ

【
受
付
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
受
付
け
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
９
月
10
日
（木
）
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◎
「お
茶
会
を
し
よ
う
！
」講
座

１
月
に
開
催
予
定
の
「
子
ど
も
茶
会
」
に
向
け
て
、

和
室
で
の
所
作
、
立
ち
居
振
る
舞
い
を
学
び
ま
す
。

【
対
象
】小
学
１
年
生
～
高
校
３
年
生
（未
経
験
者
も

参
加
で
き
ま
す
）

【
日
時
】
日
曜
日
、
午
後
１
時
～
３
時
（全
８
回
）

９
月

20

日
・
10

月

25

日
・
11

月
８
日
・

11

月

29

日
・
12

月
６
日
・
12

月

13

日
・

12
月
20
日
・１
月
24
日

【
費
用
】
１
人
４
千
円
（お
茶
、
お
菓
子
、
保
険
代
）

※
お
懐
紙
、
楊
枝
の
必
要
な
方
は
、
別
途
５
０
０
円
（実

費
）か
か
り
ま
す
。

【
持
ち
物
】
楊
子
、
お
懐
紙
、
白
い
靴
下
、
帯
ま
た

は
ベ
ル
ト
、
ハ
ン
カ
チ

【
受
付
】
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

【
申
込
締
切
】
９
月
10
日
（木
）

※
９
月
13
日
（日
）・２
月
14
日
（日
）に
、
９
時
か

ら
会
場
や
お
道
具
の
準
備
・
片
付
け
を
行
い
ま

す
の
で
、
参
加
者
お
よ
び
保
護
者
の
方
は
、
お

手
伝
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
日
程
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
参
加
費
は
初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
欠
席
の

場
合
も
返
金
は
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

【
場
所
】
奥
村
フ
ラ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
（旧
シ
ー
サ
イ
ド
浅
沼
）

【
主
催
】
小
笠
原
村
伝
統
文
化
遺
産
活
用
実
行
委
員
会
あ

【
講
師
】竹
田
宗
洋
（補
助
員
派
遣
：
小
笠
原
茶
道
会
）

※
こ
の
事
業
は
、
「平
成
27
年
度
文
化
庁
文
化
芸

術
振
興
費
補
助
金
（
伝
統
文
化
親
子
教
室
事

業
）」で
運
営
さ
れ
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・問
合
せ
先

竹
田
洋
子

０
９
０
―
１
０
２
１
―
０
４
１
０

メ
ー
ル

ogasawarasadou@yahoo.co.jp

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

館
内
の
全
域
清
掃
の
た
め
、
９
月
22
日
（
火
）
に

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
臨
時
休
館
い
た
し
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
合
せ
先

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

２
―
２
４
８
６

い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
１
５

気
持
ち
の
い
い
汗
を
か
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

【
対
象
者
】
60
歳
以
上
の
村
民
の
方

【
実
施
日
】
火
・
木
曜
日
（
祝
祭
日
は
除
く
）

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み

物
・
上
履
き
（
父
島
の
み
）

〇
父
島

《
実
施
期
間
》
９
月
１
日
（
火
）
～
12
月
24
日
（
木
）

《
時
間
》
午
前
９
時
30
分
～
11
時

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
（
変

更
す
る
場
合
あ
り
）

《
内
容
》筋
力
の
維
持
増
進
、関
節
可
動
域
の
維
持
、

身
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
を
中
心
に
実
施

し
て
い
ま
す
。
日
頃
あ
ま
り
運
動
を
し
て
い
な
い

方
や
運
動
習
慣
を
身
に
つ
け
た
い
方
向
け
の
内
容

で
す
。

《
申
込
先
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
窓
口

〇
母
島

《
実
施
期
間
》
通
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

《
時
間
》
午
後
２
時
～
３
時
30
分

《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間

《
内
容
》
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
屋
外
）
を
中
心
に
、
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
る
運
動
な
ど
を
行
い
ま
す
。

《
申
込
先
》
母
島
支
所
ま
た
は
母
島
明
老
会

●
問
合
せ
先

父
島
明
老
会

２
‐
３
９
１
１

母
島
明
老
会

３
‐
７
３
７
３

定
期
予
防
接
種

【
父
島
】

《
日
時
》
９
月
３
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時

９
月
24
日
（木
）午
後
４
時
～
４
時
30
分

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所

【
母
島
】

《
日
時
》
９
月
３
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時

９
月
24
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時

《
場
所
》
母
島
診
療
所

○
接
種
可
能
予
防
接
種
（
予
約
不
要
）

・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、
麻

し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
、

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

・
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）、
三
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
追
加
接
種
の
み
）

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
（父
島
）

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
と

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

【
日
時
】
９
月
９
日
（水
）午
前
９
時
30
分
～
11
時

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
持
ち
物
】
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

●
問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

小
笠
原
海
運
㈱

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

等 級 大 人 小 人
２ 等 ２４，２６０ （+1,050） １２，１３０ （+520）

特 ２ 等 ３６，３８０ （+1,570） １８，１９０ （+780）

１ 等 ４８，５３０ （+2,090） ２４，２７０ （+1,050）

特 １ 等 ５６，１１０ （+2,420） ２８，０６０ （+1,210）

特 等 ６０，７３０ （+2,620） ３０，３７０ （+1,310）

２等（学割） １９，４１０ （+840）
２ 等

（身体障害者割引） １２，１３０ （+520） ６，０７０ （+260）

村民割引
（往復）２等
特２等・１等

２等 36,390

特２等 60,630

１等 84,930

(+1,050)

(+2,610)

(+3,650)

２等 18,200

特２等 30,320

１等 42,480

(+780)

(+1,300)

(+1,840)

貨
物
運
賃

１ 等 品 １６，１０７ （＋469）

２ 等 品 １４，９９５ （＋437）

３ 等 品 １３，７９４ （＋402）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 １，６１４ （＋47）

０．０７５トン以下 １，２０１ （＋35）

９月の燃料油価格変動調整金
９月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおりとなります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（ ）内は変動調整額 単位：円

伊
豆
諸
島
開
発
㈱

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃

１ 等 品 ９，０４０ （+746）

２ 等 品 ８，４７６ （+700）

３ 等 品 ７，９１１ （+653）

小口貨物

（１口）

０．１０トン以下 ９０６ （+75）

０．０７５トン以下 ６８２ （+56）

は
は
じ
ま
丸

等 級 大 人 小 人

２ 等 ４，４６０ （+580） ２，２３０ （+290）

１ 等 ８，９２０ （+1,160） ４，４６０ （+580）

村民割引
（往復）２等 ５，３６０ （+700） ２，６８０ （+350）
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乳
幼
児
健
診
・歯
科
健
診
（
父
島
）

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
ま
た
は
計
測
の
み
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
４
か
月
、
７
か
月
、
10
か
月
、

１
歳
６
か
月
、
２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、

３
歳
の
乳
幼
児

【
日
時
】
９
月
10
日
（木
）午
後
２
時
～
３
時
30
分

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室

●
予
約
・問
合
せ
先

村
民
課
福
祉
係

２
―
３
９
３
９

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
母
島
）

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？

【
対
象
者
】
つ
か
ま
り
立
ち
を
す
る
前
ま
で
の
お
子

さ
ま

【
日
時
】
９
月
16
日
（水
）

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
大
小
１
枚
ず
つ

●
問
合
せ
先

母
島
支
所

３
―
２
１
１
１

世
界
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー

◎
世
界
遺
産
を
地
域
と
行
政
で
管
理
す
る
た
め
に

《
地
域
連
絡
会
議
の
開
催
》

小
笠
原
の
世
界
遺
産
は
次
の
３
者
の
連
携
に
よ
り

管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
科
学
的
な
見
地
か
ら
助
言
な
ど
を
行
な
う
「
科

学
委
員
会
」

〇
地
域
の
視
点
に
立
っ
た
意
見
・
調
整
な
ど
を
行

な
う
「
地
域
連
絡
会
議
」

〇
関
係
行
政
機
関
（
環
境
省
・
林
野
庁
・
東
京
都
・

小
笠
原
村
）
か
ら
な
る
「
管
理
機
関
」

こ
の
３
者
の
う
ち
の
「
地
域
連
絡
会
議
」
が
、
７

月
17
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
兄
島
で
の
陸
産
貝
類
の
激
減
や
媒
島

で
の
ア
ホ
ウ
ド
リ
の
繁
殖
確
認
な
ど
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
小
笠
原
で
起
き
て
い
る
こ
と
と
、
ノ
ネ
コ
、

ネ
ズ
ミ
、
ア
ノ
ー
ル
、
プ
ラ
ナ
リ
ア
、
外
来
ア
リ
な

ど
の
外
来
種
対
策
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
や
オ

ガ
サ
ワ
ラ
シ
ジ
ミ
な
ど
の
固
有
種
の
保
全
な
ど
の
取

組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
地
域
連
絡
会
議
」
の
参
画
団
体
と
、
事

務
局
で
あ
る
「
管
理
機
関
」
と
の
間
で
意
見
交
換
・

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
、
属
島
で
の
緊
急
的
な
対
策
へ
の
意
見

に
加
え
、
有
人
島
で
の
ネ
ズ
ミ
の
増
加
や
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
に
よ
る
農
作
物
被
害
な
ど
の

「
生
活
に
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
へ

の
対
応
」
や
「
地
域
と
行
政
が
協
力
し
て
取
組
む
べ

き
目
標
の
設
定
」
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

《
今
後
の
予
定
》

事
務
局
で
は
、
地
域
連
絡
会
議
の
下
部
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
Ｗ
Ｇ
）
で
あ
る
「
地
域
愛
玩

動
物
Ｗ
Ｇ
」、「
地
域
外
来
種
拡
散
防
止
Ｗ
Ｇ
」、「
オ

ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
地
域
課
題
Ｗ
Ｇ
」
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
会
議
や
取
組
に
、
こ
う
し
た
意
見
を

生
か
す
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
村
民
説
明
会
・
意
見
交
換
会
・
視
察
会
な

ど
、
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
村
民
の
皆
さ
ん

か
ら
も
ご
意
見
を
い
た
だ
け
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
開
催
日
時
や
場
所
に
つ
い
て
は
、
決

ま
り
次
第
、
村
民
だ
よ
り
や
村
の
掲
示
板
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
コ
ウ
モ
リ
と
う
ま
く
つ
き
合
う
た
め
に

《
今
年
の
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
状
況
》

５
月
に
到
来
し
た
台
風
７
号
や
梅
雨
時
期
の
少
雨
、

近
年
の
個
体
数
の
回
復
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
重
な

っ
て
、
今
年
は
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
食
べ

る
餌
が
山
で
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
か
、
農
地
や
集
落
へ
の
飛
来
が
例
年
よ

り
多
く
、
果
実
等
の
食
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
ウ
モ
リ
は
小
笠
原
に
生
息
す
る
唯
一

の
固
有
哺
乳
類
で
あ
り
、
植
物
の
種
子
散
布
や
花
粉

媒
介
を
手
助
け
す
る
小
笠
原
の
固
有
生
態
系
に
お
い

て
、
と
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
お
よ
び
国
内

希
少
野
生
動
植
物
種
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
し
な

が
ら
、
上
手
に
共
生
し
て
い
く
べ
き
生
き
物
で
す
。

《
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
農
作
物
被
害
防
除
対

策
事
業
》

村
で
は
、
コ
ウ
モ
リ
に
よ
る
食
害
を
、
コ
ウ
モ
リ

に
と
っ
て
安
全
な
方
法
で
防
ぐ
た
め
、
文
化
庁
お
よ

び
東
京
都
教
育
委
員
会
の
助
成
を
受
け
、
平
成
24
年

か
ら
「
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
農
作
物
被
害
防

除
対
策
事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
農
地
や
家
庭
菜
園
を
所
有
し
、
食

害
防
除
を
希
望
す
る
人
に
対
し
、
コ
ウ
モ
リ
が
絡
ま

り
に
く
い
硬
質
樹
脂
製
ネ
ッ
ト
を
使
用
し
た
施
設
を

無
償
で
貸
与
す
る
も
の
で
す
。

来
年
度
以
降
の
申
請
方
法
や
そ
の
他
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
環
境
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先

環
境
課
環
境
係

２
―
３
１
１
１

天
然
記
念
物
の
コ
ー
ナ
ー

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ

第
６
貝
「
謎
の
標
本
」

大
学
の
生
物
学
科
と
い
う
所
は
、
と
り
わ
け
多
く

の
動
物
マ
ニ
ア
が
隠
棲
し
て
い
る
。
飼
育
が
趣
味
の

飼
育
マ
ニ
ア
と
、
標
本
収
集
に
熱
中
す
る
標
本
コ
レ

ク
タ
ー
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ
」
の
他
の
ふ
た
り

の
筆
者
は
、
い
ず
れ
も
学
生
時
代
は
前
者
。
マ
イ
マ

イ
の
卵
を
嬉
し
そ
う
に
眺
め
て
い
る
分
に
は
無
害
な

の
だ
が
、
油
断
し
て
い
る
と
研
究
室
（
人
の
生
活
空

間
）
に
、
巨
大
ゴ
キ
ブ
リ
、
毒
ア
リ
、
タ
ラ
ン
チ
ュ

ラ
と
い
っ
た
生
物
兵
器
を
次
々
と
持
ち
込
む
の
で
、

日
々
の
監
視
と
検
疫
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、そ
ん
な
彼
ら
が
育
ん
だ
飼
育
技
術
が
、

今
や
小
笠
原
陸
貝
の
繁
殖
事
業
を
支
え
て
い
る
。
世

の
中
何
が
役
立
つ
か
解
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

コ
レ
ク
タ
ー
も
同
じ
。
彼
ら
の
収
集
品
が
、
後
で
重

要
な
役
目
を
果
た
す
こ
と
が
あ
る
。

意
外
な
こ
と
に
、江
戸
時
代
に
も
超
一
級
の
標
本
コ

レ
ク
タ
ー
が
い
た
。
十
八
世
紀
の
「
浪
速
の
知
の
巨
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人
」
こ
と
、
木
村
蒹
葭
堂

け
ん
か
ど
う

（1736

―1802

）
で
あ
る
。

彼
が
収
集
し
今
も
残
る
貝
類
標
本
は
１
１
４
科
３

９
４
種
。
長
崎
居
留
の
オ
ラ
ン
ダ
人
か
ら
入
手
し
た

熱
帯
や
大
西
洋
の
種
も
含
む
。
彼
は
ま
た
「
奇
貝
図

譜
」
な
ど
多
数
の
著
書
を
残
す
博
物
学
者
で
も
あ
っ

た
。実

は
木
村
蒹
葭
堂
の
収
集
品
に
は
、
驚
く
べ
き
標

本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
二
個
体
の
、
母
島
固

有
種
ア
ケ
ボ
ノ
カ
タ
マ
イ
マ
イ
で
あ
る
。
そ
の
時
代

は
十
八
世
紀
。
つ
ま
り
ビ
ー
チ
船
長
率
い
る
ブ
ロ
ッ

サ
ム
号
の
探
検
隊
が
小
笠
原
を
訪
れ
、
カ
タ
マ
イ
マ

イ
を
発
見
し
た
一
八
二
七
年
の
は
る
か
以
前
に
、
母

島
を
訪
れ
て
カ
タ
マ
イ
マ
イ
を
捕
獲
し
、
本
土
に
持

ち
込
ん
だ
人
物
が
い
た
こ
と
に
な
る
。

も
し
や
一
六
七
五
年
幕
府
派
遣
の
嶋
谷
巡
検
隊
の

採
集
物
な
の
か
。
あ
る
い
は
奇
特
な
漂
流
者
の
土
産

な
の
か
。
由
来
は
不
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
ふ

た
つ
の
貝
殻
は
、
江
戸
の
昔
、
遠
い
無
人
島
の
陸
貝

に
心
魅
か
れ
た
者
が
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

【
文
】
東
北
大
学
教
授

千
葉
聡
【
イ
ラ
ス
ト
】
小

笠
原
高
校

髙
橋
海
里
・
高
橋
ひ
か
る

●
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
２
―
３
１
１
７

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー

◎
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
供
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン

ド
ウ
イ
ル
カ

先
日
、
島
内
の
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ

ル
カ
の
子
供
を
連
れ
た
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
を

見
つ
け
た
と
の
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
８
月
７

日
に
瓢
簞
島
の
近
く
で
見
つ
け
た
の
が
最
初
で
、
台

風
14
号
が
通
過
し
た
後
も
頻
繁
に
目
撃
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
情
報
か
ら
、
８
月
18
日

が
最
終
確
認
日
で
、
そ
の
と
き
は
個
体
識
別
番
号
＃

19
が
、
ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
供
と
一
緒
に
泳
い
で

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
て
い
ま
す
。

＃
19
は
２
０
０
３
年
か
ら
毎
年
父
島
周
辺
で
見

ら
れ
て
い
る
メ
ス
の
イ
ル
カ
で
、
右
胸
ビ
レ
の
白
斑

が
特
徴
で
す
。
２
０
１
２
年
の
８
月
に
は
、
初
め
て

子
供
を
出
産
し
ま
し
た
。

情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
方
に
話
を
聞
く
と
、

ハ
シ
ナ
ガ
イ
ル
カ
の
子
供
が
、
一
緒
に
泳
ぐ
ミ
ナ
ミ

ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
か
ら
、
お
乳
を
も
ら
お
う
と
し
て

い
た
の
か
、
し
き
り
に
乳
溝
の
あ
た
り
を
突
っ
つ
い

て
い
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
ハ
シ
ナ

ガ
イ
ル
カ
の
子
供
を
つ
れ
て
い
る
と
い
う
事
例
は
、

小
笠
原
で
は
過
去
に
２
例
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
長
期
に
渡
っ
て
は
観
察
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

も
し
、
こ
の
よ
う
な
イ
ル
カ
を
発
見
し
た
場
合
に

は
、
イ
ル
カ
の
生
態
解
明
に
非
常
に
重
要
な
情
報
と

な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

●
問
合
せ
先

一
般
社
団
法
人

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会

２
ー
３
２
１
５

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

そ
の
172

◎
光
害
に
つ
い
て

大
村
海
岸
は
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
重
要
な
産
卵
海
岸

の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
街
に
一
番

近
い
海
岸
で
あ
り
、
私
た
ち
人
間
の
生
活
が
ウ
ミ
ガ

メ
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
海
岸
と
い
う
側

面
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
影
響
の
一
つ
が
「
光
害
」
で

す
。砂

か
ら
出
て
き
た
子
ガ
メ
は
明
る
い
方
向
へ
向
か

う
習
性
が
あ
り
ま
す
。
本
来
、
人
の
影
響
の
な
い
自

然
の
海
岸
で
は
、
月
や
星
の
明
か
り
の
反
射
に
よ
り

山
側
よ
り
も
海
側
が
明
る
く
な
る
の
で
、
子
ガ
メ
は

真
っ
直
ぐ
海
を
目
指
し
て
歩
い
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

し
か
し
街
に
近
い
海
岸
で
は
、
海
よ
り
も
街
の
ほ

う
が
明
る
く
な
っ
て
し
ま
い
、
砂
か
ら
出
て
き
た
子

ガ
メ
は
街
の
明
か
り
に
誘
引
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

現
在
、
光
害
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
大
村
海
岸
に

産
卵
さ
れ
た
卵
は
全
て
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ふ
化
場
に

移
殖
し
て
い
ま
す
。
移
殖
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
砂

の
温
度
で
性
別
が
決
ま
る
ウ
ミ
ガ
メ
の
特
性
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
産
卵
後
約
35
日
～
45
日
く

ら
い
経
ち
、
性
決
定
さ
れ
た
後
と
し
て
い
ま
す
。
ふ

化
場
に
移
殖
後
約
２
～
３
週
間
で
子
ガ
メ
達
は
砂
か

ら
脱
出
し
ま
す
が
、
多
い
年
で
１
万
頭
を
超
え
る
子

ガ
メ
が
ふ
化
場
で
生
ま
れ
海
へ
と
旅
立
ち
ま
す
。

海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ふ
化
場
で
生
ま
れ
た
子
ガ

メ
の
夜
間
放
流
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

放
流
会
の
有
無
は
そ
の
日
の
子
ガ
メ
の
脱
出
状
況

に
よ
る
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
当
日
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施
海
岸
は
コ
ペ
ペ
海
岸
か
宮
之
浜
海
岸

の
ど
ち
ら
か
と
な
り
ま
す
。
送
迎
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
の
で
、
現
地
集
合
・
現
地
解
散
と
な
り
ま
す
。

◎
大
村
海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
終
了

大
村
海
岸
に
産
卵
上
陸
す
る
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
へ
の

個
体
識
別
用
の
標
識
装
着
や
、
体
長
計
測
、
産
卵
巣

位
置
の
確
認
、
さ
ら
に
は
ウ
ミ
ガ
メ
が
「
人
」
の
影

響
を
受
け
ず
、
安
心
し
て
産
卵
出
来
る
海
岸
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
６
月
１
日
か
ら
開
始
し
た
大

村
海
岸
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
調
査
は
、
８
月
７
日
に
終

了
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
海
岸
付
近
で
の
明
か
り
な

ど
の
配
慮
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
７
月
の
産
卵
最
盛
期
に
は
毎
晩
10

頭
以
上
の
カ
メ
が
上
陸
し
、
一
番
多
い
時
は
一
晩
で

19
頭
も
の
カ
メ
が
上
陸
し
た
夜
も
あ
り
ま
し
た
。

９
月
に
入
り
上
陸
数
も
減
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
産
卵
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
産
卵
見
学
の
際
に
は
以
下
の
注
意
点
を
し
っ
か

り
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
産
卵
見
学
注
意
点
】

・
ゲ
ゲ
ゲ
ハ
ウ
ス
側
か
ら
海
岸
に
入
る

・
ウ
ミ
ガ
メ
の
前
に
立
た
な
い

・
ウ
ミ
ガ
メ
を
発
見
し
た
ら
動
か
ず
通
り
過
ぎ
る
の

を
待
つ

・
ラ
イ
ト
で
ウ
ミ
ガ
メ
を
探
さ
な
い
・
照
ら
さ
な
い

・
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
の
写
真
撮
影
は
し
な
い

・
立
入
禁
止
区
域
に
は
入
ら
な
い
（
大
村
海
岸
植
栽

地
・
自
衛
隊
敷
地
内
）

・
ウ
ミ
ガ
メ
や
卵
に
触
ら
な
い

●
問
合
せ
先

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー
（認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
バ

ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・ネ
イ
チ
ャ
ー)

２
―
２
８
３
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://bonin-ocean.net

個体識別番号#19のミナミハンドウイルカ
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大腸がん検診の流れ

― 村民課福祉係 —

— 第 １８７ 号 ―

クジラの伝言板

村民課福祉係

2－3939

① 受付窓口で２日分の採便用器と採便シート、問診表を受

け取ります。

② 便器に採便シートを敷く。

（採便シートは、便器の水溜部にのせる紙です。この上に

排便することで簡単に便が取れ、そのまま流せます。）

③ 容器からスティックを抜き、便の表面をまんべんなく

こすりとります。

④ 容器にしまい、なるべく冷暗所で保存してください。

便は２日分とります。

（基本的には、提出日前日、当日分になります。）

便潜血検査の受け方

採
便
シ
ー
ト

先端の溝が埋まるくらい

にとってください。

クジラ：痔を患っている場合、便潜血検査を受けると

大腸がんだと診断されてしまいませんか？

保健師：「便潜血検査で陽性＝大腸がん」と診断され

るのではなく、精密検査を受けるよう指示が

出されます。また、痔でも必ずしも陽性にな

るわけではありません。もし陽性となった場

合でも、「痔だから陽性になった」 とは思い

込まずに、必ず精密検査を受けてください。

クジラ：やっぱり、年一回の定期的な検査が大切なん

ですね。まだ間に合うから、検査キットを

もらいに行かなくちゃ！

⑤ 問診票を記入の上、

受付窓口に提出してください。

提出日

提出時間

受付・提出窓口

対象者 ４０歳以上

９月５日（土）、1１日（金）、17 日（木）

父島 8：00～11：00

母島 8：00～ 9：00

村役場福祉係・母島支所

申込・受取 9 月 11 日（金）17：15 まで
（８月 17 日より開始しています）

今後も定期的に

検診を受けましょう

精密検査（二次検診）

を受けて下さい

＊11 月に実施します

医療機関で治療へ

便潜血検査とは？

大腸のがんの組織はもろいため、がんがある部分を便が

通過する際の刺激によって、容易に出血します。

この便に混じったわずかな血液を検査する方法が便潜

血検査です。

この検査では、薬を飲んだり、食事を制限したりする必

要はありません。

（協会けんぽ被保険者以外の方）



中ノ平自立支援農業団地就農者募集（～３０） ベビーマッサージ（母島）

連合運動会一般参加申込受付（～３０） ビジターセンター講演会

島嶼ふれあいソフトボール交流大会参加申込受付（～１０／３０）

危険物取扱者試験及び消防設備士試験申込受付（～１０／８） 出港日

高校公開講座申込受付（～１０／２）

ギャラクティック・キッズ申込受付（～８）

子ども茶道一日体験講座申込受付（～１０） 行政相談所の開設（父島）

お茶会をしよう！講座申込受付（～１０）

入港日

敬老の日の集い（母島）

定期予防接種 南洋踊り講習会

接客マナー講習会（父）

入出港日

第３回小笠原諸島ネズミ対策検証委員会 動物愛護週間（～２６）

ビジターセンター講演会 高校図書館開放

接客マナー講習会（母） 敬老大会（父島）

出港日 がーまるちょば公演（父島）

SF 野外映画会 秋の全国交通安全運動（～３０）

南洋踊り講習会 父島交通安全キャンペーン

SF Ｎewsボニンタイム 子ども茶道一日体験講座（父島）

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

高校図書館開放 がーまるちょば公演（母島）

防災訓練 地域福祉センター臨時休館

母島巡回労働相談

赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止め 入出港日

入港日

村民相談 小笠原小学校学校公開

ヘルスアップ教室（父島） 定期予防接種

ギャラクティック・キッズ（父島） 日商簿記検定試験申込受付（～１０／１４）

乳幼児健診・歯科健診（父島） 母島交通安全講習会

電話による無料法律相談

出港日 入出港日

南洋踊り講習会

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

南洋踊り講習会 高校図書館開放

赤旗山・時雨山・つつじ山方面指定ルート通行止め 森林生態系保護地域への入林受付および簡易講習（母島）

高校図書館開放

入港日

小港～高山・ジョンビーチ方面遊歩道通行止め

入港日

国民年金保険料「１０年の後納制度」終了

2 水

15 火

66

金

土

1 火

18 金

19 土

20

月

日

26

28

水30

10

23

月

27 日
12 土

水

土

日

3

4

14

7 月

木

5

日付 曜日 行 事 予 定

11 金

8 火

9 水

木

行 事 予 定日付 曜日

16 水

火22

17 木

21

日

月

13

火

24 木

25 金

29

敬老の日

秋分の日

国民の休日


	基本形

